
    
 

二
月
十
八
日(

火)

に
、
ア
ド
ベ
ン
チ
ャ

ー
ワ
ー
ル
ド
様
に
ご

協
力
い
た
だ
き
、
園

内
の
セ
ン
タ
ー
ド
ー

ム
特
設
会
場
で
実
施

し
ま
し
た
。 

 
 
 

十
一
月
に
行
っ
た

現
地
学
習
で
得
ら
れ
た
知
識
を
も
と
に
、

担
当
し
た
動
物
を
取
り
巻
く
環
境
を
保

護
し
、「
未
来
へ
命
を
繋
ぐ
」
た
め
の
持
続

可
能
な
取
組
等
に
つ
い
て
、SD

G
s

の
視
点

で
ま
と
め
、
発
表
し
ま
し
た
。 

 

動
物
を
取
り
巻
く
課
題
を
改
善
し
解

決
さ
せ
る
こ
と
は
そ
う
簡
単
に
で
き
る

こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
今
回
提
案
し

た
こ
と
を
こ
れ
か
ら
も
継
続
し
て
取
り

組
ん
で
い
き
ま
し
ょ
う
。 

ご
観
覧
く
だ
さ
い 

ま
し
た
保
護
者
の
皆 

様
や
ゲ
ス
ト
の
皆
様
、 

ご
支
援
い
た
だ
き
ま 

し
た
ス
タ
ッ
フ
の
皆 

様
、
本
当
に
あ
り
が 

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

 

    

二
月
四
日(

火)

に
、
県
オ
リ
ジ
ナ
ル
の

防
災
学
習
ツ
ー
ル
「
き
い
ち
ゃ
ん
の
災
害

避
難
ゲ
ー
ム
」
を
活
用
し
て
実
施
し
ま
し

た
。 災

害
時
の
迅
速
な
避
難
行
動
や
日
頃

か
ら
の
備
え
の
重
要
性
、
円
滑
な
避
難
所

運
営
の
た
め
に
必
要
と
な
る
協
力
体
制

等
に
つ
い
て
、
グ
ル
ー
プ
で
楽
し
み
な
が

ら
実
践
的
に
学
び
ま
し
た
。 

今
回
は
「
み
ん
な
で
協
力
し
て
避
難
所

運
営
し
よ
う
！
」
に
挑
戦
し
ま
し
た
。
プ

レ
ー
ヤ
ー
が
そ
れ
ぞ
れ
避
難
所
運
営
本

部
の
担
当
班
長
と
な
り
、
時
系
列
で
発
生

す
る
避
難
所
内
外
の
課
題
や
ト
ラ
ブ
ル

に
対
応
す
る
こ
と
で
得
ら
れ
る
運
営
ポ

イ
ン
ト
を
よ
り
多
く 

得
ら
れ
る
よ
う
に
避 

難
所
運
営
を
シ
ミ
ュ 

レ
ー
シ
ョ
ン
し
な
が 

ら
、
従
事
す
る
内
容 

や
状
況
に
応
じ
た
判 

断
力
を
養
い
ま
し
た
。 

   
 

 
 

 
 

 
 

二
月
十
九
日(

水)

に
、
一
年
間
取
り
組

ん
で
き
た
課
題
研
究

に
つ
い
て
、
研
究
成

果
の
発
表
会
を
実
施

し
ま
し
た
。 

 
 

「
実
験
理
科
」
と
は
、
十
分
な
観
察
・
実
験

の
時
間
を
と
っ
て
学
習
を
進
め
て
い
く
こ
と

で
、
理
科
へ
の
興
味
・
関
心
を
高
め
、
科
学
的

な
思
考
力
や
表
現
力
の
育
成
を
図
る
た
め
に

設
定
さ
れ
た
本
校
の
学
校
独
自
教
科
の
一
つ

で
す
。 

 

各
グ
ル
ー
プ
と
も
再
現 

性
を
高
め
る
た
め
に
繰
り 

返
し
実
験
を
行
う
な
ど
、 

試
行
錯
誤
し
な
が
ら
様
々 

な
テ
ー
マ
で
課
題
研
究
に 

取
り
組
む
こ
と
が
で
き
ま 

し
た
。 

    

二
月
十
四
日(

金)

に
、 

県
教
育
委
員
会
の
学
校
訪
問 

に
合
わ
せ
、
一
年
生
の
国
語 

と
英
語
の
授
業
に
お
い
て
、 

研
究
授
業
を
行
い
ま
し
た
。 

今
年
度
三
回
目
と
な
る
授

業
研
究
会
は
、「
言
語
能
力
の

育
成
」
と
「
こ
ど
も
を
主
語
に

し
た
授
業
」
を
目
指
す
校
内
研

修
を
兼
ね
て
実
施
し
ま
し
た
。 

研
究
協
議
で
は
課
題
を
改 

善
す
る
た
め
の
手
立
て
と
し 

て
、
様
々
な
視
点
か
ら
多
様 

な
意
見
を
交
流
し
合
い
研
修 

を
深
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

 
 

 

和
歌
山
県
立
田
辺
中
学
校 

学
校
だ
よ
り 

令和７年 
３月３日(月) 

三
年
生 

実
験
理
科 

課
題
研
究
発
表
会 

 

防
災
避
難
ゲ
ー
ム
で
判
断
力
を
磨
く 

二
年
生 

防
災
学
習  
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・ペットボトルフリップ 

・土壌動物の環境による 

多様性の比較 

・おいしいお茶 

・風船を利用した空気の 

推進力の調査 

・様々な環境の土壌と自 

然度 

・スーパーボールと水分 

の関係 

・高性能のいとでんわ!!!! 

・会津川の生物調査 

 

・場所と水質による微生 

物の変化とその関係 

・寿命が長いしゃぼん玉 

・風船をしぼみにくくす 

る方法 

・水と白い粉 

・摩擦力と紙 

・炭酸水を振った回数と 

吹き出た炭酸水の質量 

の関係 

・うちわの形による風力 

の違い 

 

・草木染め 

・色水で染めた花の色の 

違いによって蒸散量は 

変わるのか 

・よく伸びるスライムを 

作る方法とは 

・最強の竹とんぼを目指 

して~飛行時間の追求~ 

・最大のミルククラウン 

を作るための深さと高 

さについての研究 

 ~ヤスタ管~ 

冬
の
授
業
研
究
会 

～
和
歌
山
県
教
育
委
員
会
学
校
訪
問
～ 



  
○
令
和
六
年
度
田
辺
・
西
牟
婁
中
学
校
総
合
体
育
大
会
駅
伝
競
走
の
部 

【
女
子
】
第
一
位 

中
西
の
の
か 

岩
﨑 

舞
衣 

片
山 

葵
彩 

鈴
木 

沙
和 

原
﨑 

彩
來 

濵
地 

奈
海 

坂
倉 

朱
音 

【
男
子
】
第
五
位 

堀
木 

朝
日 

 

井
上 
璃
大 

濱
中 

 
亮 

前
田
壮
二
郎 

佐
藤 

佑
海 

𠩤
田 

 

尊 

伊
東 

蒼
真 

【
区
間
賞
】
女
子
一
区
第
二
位 

中
西
の
の
か 

女
子
二
区
第
二
位 

岩
﨑 

舞
衣 

女
子
三
区
第
一
位 

片
山 

葵
彩 

女
子
四
区
第
二
位 

鈴
木 

沙
和 

女
子
五
区
第
一
位 

原
﨑 

彩
來 

男
子
一
区
第
二
位 

堀
木 

朝
日 

男
子
六
区
第
三
位 

𠩤
田 

 

尊 

 

○
第
二
十
五
回
黒
潮
親
善
卓
球
大
会  

【
男
子
ダ
ブ
ル
ス
】
第
一
位 

松
本 

和
士 

松
本 

宗
士 

第
二
位 

中
田
真
太
郎 

杉
本 

泰
彗 

【
女
子
ダ
ブ
ル
ス
】
第
五
位 

松
本 

和
祥 

堀
部 

実
央 

【
女
子
シ
ン
グ
ル
ス
】
第
五
位 

松
本 

和
祥 

○
令
和
六
年
度
和
歌
山
県
中
学
校
サ
ッ
カ
ー
新
人
選
手
権
大
会 

第
三
位  

 

○
令
和
六
年
度
田
辺
市
サ
ッ
カ
ー
協
会
新
春
大
会
「
会
長
杯
」 

優 

勝  

 

○
第
十
五
回
「
あ
な
た
に
あ
い
た
く
て
生
ま
れ
て
き
た
詩
」
コ
ン
ク
ー
ル 

北
九
州
市
立
文
学
館
長
賞 

川
野 

奈
菜 

 

○
第
七
十
六
回
和
歌
山
県
下
書
初
会 

特 

選 

奥
本 

陽
士 

中
村 

な
の 

野
村 

侑
未 

原
田 

梛
実 

準
特
選 

稲
田 

清
良 

岩
本 

 

花 

津
久
井
芽
衣 

岩
﨑 

志
果 

津
田 

蒼
士 

中
岡
聡
一
朗 

井
元 

 

栞 

横
山 

輝
依 

岡
本 

優
花 

 

入 

選 

山
川
里
桜
奈 

小
川 
蒼
輔 

松
本 

和
祥 

合
川 

芽
依 

根
岸 

里
奈 

中
田 

陽
菜 

正
木 

寿
佳 

久
保 

結
愛 

𠩤
田 

 

尊 

古
久
保
瑛
留 

○
令
和
六
年
度
和
歌
山
放
送
わ
た
く
し
の
作
文 

和
歌
山
県
教
育
委
員
会
教
育
長
賞 

川
野 

郁
太 

和
歌
山
放
送
賞
金
賞 

林 
 

省
吾 

港
組
賞 

田
中
結
珠
希  

○
第
十
二
回
ぎ
ふ
・
関 

全
国
子
ど
も
俳
句
コ
ン
ク
ー
ル 

入 

選 

前
田
日
菜
子 

正
木 

寿
佳 

小
野 

真
暉  

   

二
月
二
十
四
日(

月
：
振
替
休
日)

に
、

石
山
登
啓
さ
ん(

高
垣
工
務
店
代
表
取
締

役)

、
山
本
賢
さ
ん(kinari 

DESIGN

代

表)

を
お
招
き
し
て
、
日
常
の
つ
ら
さ
や
疲

れ
が
と
れ
る
脳
科
学
に
基
づ
い
た
コ
ー
チ

ン
グ
に
つ
い
て
ご
講
演
い
た
だ
き
ま
し

た
。
二
人
組
に
な
っ
て
様
々
な
ト
ー
ク
テ

ー
マ
で
語
り
合
う
な
ど
、
笑
い
な
が
ら
楽

し
い
時
間
を
参
加
者
全
員
で
共
有
し
、
親

睦
を
深
め
合
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

令
和
六
年
度
和
歌
山
県
立
田
辺
中
学
校 

第

十

七

回

卒

業

証

書

授

与

式 

令
和
七
年
三
月
十
三
日(

木)

午
前
九
時
開
式 

(

田
辺
中
学
校
・
高
等
学
校
体
育
館) 
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表 

彰 

３月 主な行事予定 

３(月) 高校卒業式

10(月) 高校入試のため休校 

13(木) 第 17 回中学校卒業式 

    ミラロマ高校短期留学

(～24(月))

20(木) 春分の日 

24(月) ３学期終業式 

31(月) 中学校離任式(9:00) 

!! 

～
中
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
行
事
～  


